
あかぎ会議(第20回)の概要

１ 開会・挨拶

２ 赤城山景観ガイドライン標準看板デザインの作成

について

３ 県立赤城公園グランドデザインの検討状況について

４ 大沼ＣＦの開業について

５ 鳥居峠の駐車場区画線設置について

６ その他

日 時：3月17日(火) 13:00～14:30
場 所：前橋市赤城少年自然の家

（研修室）
参加者：11名(地元の方々)

18名(自然環境団体等の方々)

あかぎ会議(第20回)を開催

令和8年3月17日（火）に前橋市赤城少年自然の家において「あかぎ会議

(第20回)」を開催しました。

当日は、地元と自然環境団体等の方々29名にご参加いただきました。

赤城公園活性化事業 令和８年６月１８日

あかぎ通信 Ｎｏ.１８

会議の様子



【会議概要】

• 赤城山景観ガイドラインに基づく統一的な景観形成を促進するため、指標となる標準
的な看板デザインを作成する予定である。

• 標準デザインは、「赤城山景観ガイドライン 別冊 標準看板編」としてまとめ、令和
８年度の春頃に完成させたいと考えている。

• 現時点での案について説明するため、ご意見等をいただきたい。
• なお、県では、作成した標準デザインに基づく県有看板の再整備工事を令和８～９年
度にかけて実施したいと考えている。

※以下当日説明資料より抜粋

赤城山景観ガイドライン標準看板デザインの作成について



調
整
中

【会議概要】

・冬の除雪を考慮した高さ設定をしておいた方がよいのではないか。
⇒看板設置時に想定される「平均的な目線の高さ」及び「案内板（管理主体名は除く）
の最低高さ」は、それぞれ1,350mm、500mmとなるが、赤城では積雪を考慮し、
それぞれ＋100mmして、1,450mm、600mmで設定している。なお、実際の設置
場所が除雪する際に問題ないかどうかは設置者と除雪組合で協議することとしたい。

※その後、看板事業者等と意見交換を進める中で、目線の高さを1,450mmに設定すると
ほぼ既製品の看板を使用することができず、再整備における費用負担等が増大すること
が判明したため、目線の高さについては、1,350mmに変更することを検討している。
なお、その場合も積雪を考慮して案内板の最低高さは600mmのままとする予定である。

【赤城山景観ガイドライン標準看板デザインの作成に関する質疑応答】



• 令和４年度に策定した「県立赤城公園の活性化に向けた基本構想」で掲げる「赤城
ウェルグラウンド構想」の実現に向け、現在取り組んでいるフェーズ１（大沼ＣＦ・
赤城ＶＣ整備）に続く、フェーズ２・３を推進していくため、官民共創の共通指針と
なる「グランドデザイン」の策定（令和８年秋公表目標）を予定している。

• 同グランドデザインにおけるビジョンについては、令和８年２月に実施した「県立赤
城公園グランドデザイン策定WS」でいただいた意見を踏まえて検討を進めている。

• 活性化を推進するために必要となる「相互に情報交換を行うための組織」の立ち上げ
や基本構想で掲げた「地域マイスター制度」をどのように運用していくかについても
地元関係者と意見交換を行いながら検討していきたい。

【会議概要】

県立赤城公園グランドデザインの検討状況について

大沼CFの開業について

• 大沼CF及び赤城VCのネーミングライツについて資料を用いて説明。
• スノーピーク赤城キャンプフィールド（大沼CF）の開業について資料を用いて説明。
• 関係者向けの見学会を4月23日（木）に実施する予定のため、別途案内を送付する。



スノーピーク赤城キャンプフィールドのオープンに先立ち、令和８年４月２３日（木）
に関係者向け事前見学会を実施しました。

【特集】スノーピーク赤城キャンプフィールド
＜オープン前見学会＞



【会議概要】

鳥居峠の駐車場区画線設置について

• 鳥居峠の駐車場区画線設置について、資料を用いて説明。
• 区画線設置の支障となる木製標示板については撤去を予定しているが、撤去されても
問題ないか確認したい。

• また、視点場への休憩場所設置及び歩行者の安全確保の観点から、覚満淵側の歩道内
部に県産材のベンチを設置する予定である。

・撤去予定の木製標示板については、
自然環境学習の説明時に活用している。
⇒ない場合は他の場所でも対応可能か。
→場所にもよるが対応できると思う。

・駐車場前の歩道部分は林間学校時に生徒が
座ることもあるので、駐車場と歩道の間隔を
少しあけてもらいたい。
⇒先ほどお話したベンチを歩道の駐車場側に
設置することが、車が接近することに
対する抑制につながると考えている。

大きな反対意見もないため、
木製標示板については、撤去としたい。

【鳥居峠の駐車場区画線設置に関する質疑応答】

＜木製標示板＞



【会議概要】

＜区画線設置後の現地写真（鳥居峠）＞

• 県産材ベンチについては、ゴールデンウィーク前に、通常ベンチ10基を鳥居峠、
テーブルベンチ10基を大沼湖畔（大洞商店街～赤城神社元宮周辺）に設置済み。

＜ベンチ設置後の現地写真（鳥居峠・大沼湖畔）＞



（１）令和８年度当初予算（案）について
・令和８年度当初予算（案）に基づく実施予定事業について説明。
※後日同内容で予算可決済み。
①自然公園指定に向けた公園計画策定支援業務委託
・関係者向け説明会や公園計画案修正等を実施。

②看板再整備工事
・「赤城山景観ガイドライン」に沿った案内看板等を整備。

③小沼駐車場トイレ工事設計・測量
・臭気対策のため水洗トイレに改修するための設計等を実施。

④覚満淵シカ柵設置
・対策強化のため防護ネットをメッシュフェンスに変更する。

・大沼北岸トイレ整備工事については、令和７年度２月補正で可決済みのため、
現在入札手続きを行っている。（株式会社サンビックが落札、契約済み。）

＜質疑応答等＞
・赤城山敷島停車場線のキャンプ場手前あたりに、雨天時等に水が溜まる箇所
があるが、何とか対応してもらえないか。
⇒Ｔ字路のキャンプ場側は４月に舗装工事を行うので、その後の状況等も見
ていただきつつ、状況が変わらないようであれば、現地の写真を撮って
送っていただきたい。内容を確認の上、土木事務所と相談したい。

・旧テニスコートの駐車場は来年度も無料で使えるのか。
⇒来年度からはスノーピークの指定管理となるため、県とスノーピークで
協議して決めることとなるが、来年度は無料となる予定である。

・覚満淵のシカ柵は１年で設置が完了するのか。
⇒受託者の状況による部分もあるが基本的には１年間で完了する予定である。

（２）赤城VC駐車場前の横断歩道位置について
・これまで説明してきた横断歩道の移設については、県警が「人の往来がある
こと」を確認した後に実施する予定のため、施設オープン時は現在の位置の
ままとなる。

【会議概要】

その他情報提供

発行・問合せ先
群馬県 環境森林部 自然環境課

電話：027-226-2876 メール：kanshizen@pref.gunma.lg.jp


